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データ連携の目指すべき姿

1. サブ課題間連携によって成果が生み出される意味のある連携を重視
 解決すべき「現状の課題」、それを解決する「連携」、その結果生み出される
「成果」を明確にする。

 3つの出口
• 流域内の貯留機能を最大限活用した被害軽減
• 企業・個人のリスク情報による防災行動の促進
• 災害実働部隊の迅速かつ的確な初動の実現
を意識した連携

2. SIP第1期、第2期で開発したSIP4Dを活用した連携の推進

 政府関係機関・災害現場
(ISUT等)への各サブ課題の
成果を提供

 連携形式によっては、
SIP4D以外のデータ連携方
法も並行して検討
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風水害におけるデータ連携のシナリオ

常時モニタリング情報
サブ課題 A

防災デジタルツイン
サブ課題 E

災害情報の広域かつ瞬時把握情報

流域水害リスク予測
サブ課題 D サブ課題 B

被害予測
サブ課題 C
災害現場の情報

個人・企業
リスク情報による
防災行動の促進

流域内の貯留機能の
最大活用

流域関係者 災害実働部隊
迅速かつ
的確な初動

現状の課題
既存インフラを最大限に活用
しきれていない。

現状の課題
迫りつつある危険や脅威を
示す情報を過小に評価

現状の課題
災害現場で、関係機間間で迅
速な情報共有ができない

発災
発災前（〜数日前） 発災直後(〜72時間）

 発災前〜発災数日後
 予測->状況把握->災害対応
 事前対応から実対応までシームレスに情報把握
 災害の場所が移動していくのに伴い「データ連携」が繰り返される

場所を変えて
繰り返し
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地震・津波におけるデータ連携のシナリオ

常時モニタリング情報
サブ課題 A

防災デジタルツイン
サブ課題 E

災害情報の広域かつ瞬時把握情報

流域水害リスク予測
サブ課題 Dサブ課題 B

被害予測
サブ課題C
災害現場の情報

個人・企業
リスク情報による
的確な行動の促進

地震・津波の被害を
考慮した治水対策

流域関係者災害実働部隊
迅速かつ安全な
救助・災害対応

現状の課題
治水インフラへ能力への影響
を評価できない。

現状の課題
迫りつつある危険や脅威を
示す情報を過小に評価

現状の課題
2次災害を確実に防ぐための
情報が不足

発災 発災直後( 〜72時間）

 発災〜復旧・復興
 状況把握->災害対応->復旧・復興
 発災直後、多量の情報が集中
 被害の影響が長引くに伴い「複合災害」の懸念

数ヶ月 〜数年



データ連携のロードマップ
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2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

連携準備 データ連携
実現

実証実験
場所決定

シナリオ
策定

データフ
ロー作成

連携準備

課題間連携対応

実証実験

予備実験

データカ
タログ作
成・更新

データカタ
ログ整備

データカタ
ログ作成・
更新

(全体連携)

全体連携

１対１連携

前半︓サブ課題間の１対１連携を複数構築
後半︓課題内の全体連携を進め、実証実験で検証
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データ連携訓練の様子（SIP第2期）
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